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第８回 オミクロン株の国内感染が確認される

2021年12月７日、イタリアから帰国した日本人男性が新型コロナウイルスの変異
へん い

株である「オミクロン株」に感染していることがわかりました。
かぶ かんせん

ウイルスが遺伝子をコピーする過程で一部読み違えや組み換えが起こり、遺
い でん し ちが く か い

伝情報が変化することがあります。これを「突然変異」といいます。このなか
でん とつぜんへん い

でできた新しい性質をもったものを、「変異株」といいます。

2021年夏に日本で急速に新型コロナウイルスの感染者が増加しました。この
かんせんしゃ

ときに中心となったのが、「デルタ株」とよばれる変異株の感染者でした。「デ

ルタ株」は感染力が強いうえ、 重 症 化しやすいという特性をもっています。
じゅうしょう

「オミクロン株」の 症 例は、2021年11月24日に、南アフリカ共和国から世界保
しょうれい

健機関（ Ｗ Ｈ Ｏ）に初めて報告されました。「オミクロン株」の特性については
ダブリュエイチオー

まだわからないことが多いものの、「デルタ株」よりも感染力が強く、ワクチン接種

者でも感染する人が多い一方、重症となる患者はそれほど多くないという報告もあ
かんじゃ

ります。

日本政府は、「オミクロン株」の国内流入をできるだけ防ぐために、11月30日、

全世界を対象に外国人の入国を禁止することを発表しました。

しかし、人の移動を止めることによって、経済的な影 響 がでるおそれから、こ
けいざいてき えいきょう

うした措置に対して反対の意見を示す声もあります。
そ ち


